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　鴻巣消防署では、平成24年4月24日にエンゼル幼稚園において「ぼうさいダック」を活用した防災教育を実施し
ました。火事などの災害から日常に潜む危険な場面に遭遇した時を想定し、子どもたちが実際に体を動かし、声を
出して遊びながら身を守る「最初の第一歩」として楽しく元気に学ぶことができ、子どもたちからは「楽しかっ
た」と大きな声が返ってきました。
　これからも、子どもたちに安心・安全の最初の第一歩を楽しく学んでもらえる防災教育や防災訓練を実施してい
きます。
※「ぼうさいダック」は、（社）日本損害保険協会が防災教育活動の一環として制作した幼児向け防災教育用カードゲームです。

ぼうさいダックを活用した防災教育ぼうさいダックを活用した防災教育ぼうさいダックを活用した防災教育
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歳 入歳 入
合計

 4,096,500千円（100％）

歳 入歳 入
合計

 448,900千円（100％）

歳 出歳 出
合計

 4,096,500千円（100％）

歳 出歳 出
合計

 448,900千円（100％）

財産収入 
255千円（0.0％）
消防施設整備基金預金利子など

分担金及び負担金
3,631,835千円（88.7％）
各組合市からの負担金

使用料及び手数料 
2,554千円（0.1％）
組合の土地や建物の行政財産使
用料、危険物検査の手数料など

諸収入など 
3,337千円（0.1％）
団体生命保険事務手数料の雑収
入など

総務費 
71,674千円（1.7％）
特別職、一般職の人件費、
事務機器・情報管理の経
費など組合運営に要する
経費

議会費
6,456千円（0.2％）
議員報酬、行政視察の
経費など議会活動に要
する経費

斎場費
360,100千円（8.8％）
各組合市負担金と財政調
整基金繰入金を斎場特別
会計に繰り出す経費

公債費
177,353千円（4.3％）
借り入れた組合債の償
還に要する経費

予備費
4,000千円（0.1％）

繰入金
141,419千円（3.4％）
財政調整基金や消防
施設整備基金からの
繰入金など

消防費
3,476,917千円（84.9％）
消防職員の人件費、車両
装備品の購入や庁舎の維
持管理など消防、救急、
救助業務に要する経費

組合債
311,100千円（7.6％）
消防施設整備や消防車両
整備で借入れる地方債

繰越金
6,000千円（0.1％）
前年度からの繰越金

予備費 
3,000千円（0.7％）

事業費
160,039千円（35.6％）
斎場の維持管理・運
営など

公債費
285,861千円（63.7％）
借入れた組合債の償
還に要する経費

繰越金 
1,000千円（0.2％）
前年度からの繰越金

諸収入 
2千円（0.0％）
組合預金利子の雑収入など

使用料及び手数料
87,798千円（19.6％）
火葬室や式場の使用料
など

繰入金
360,100千円（80.2％）
一般会計からの繰入金
（各組合市負担金・財政
調整基金繰入金）

当初予算 40億9,650万円当初予算 40億9,650万円

当初予算  4億4,890万円当初予算  4億4,890万円

 一般会計

斎場特別会計
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問合せ　総務課☎048-597-2001問合せ　県央みずほ斎場☎048-569-2800

　平成24年2月定例会が2月14日㈫に開会されました。提出議案とそ
の結果は、次のとおりです。　故人が生前に愛用していた衣類、メガネ、書

籍、おもちゃなどの副葬品を棺に入れると、副
葬品の燃焼によりダイオキシン類が発生すると
ともに、焼骨に汚れが付着し、お骨を確認する
ことが難しくなりますので、副葬品は棺に入れ
ないようご協力をお願いします。
　また、斎場に遺体を運ばれる際は、ドライア
イスを取り除き、ペースメーカーを装着してい
る場合は、必ず斎場へお申し出ください。

平成24年₂月定例会提出議案 結果

埼玉県央広域事務組合手数料条例の一部を改正する条例 原案可決

平成23年度埼玉県央広域事務組合一般会計補正予算（第₃号） 原案可決

平成23年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計補正予算（第₂号） 原案可決

平成24年度埼玉県央広域事務組合一般会計予算 原案可決

平成24年度埼玉県央広域事務組合斎場特別会計予算 原案可決

次回の定例会（平成24年₇月定例会）は、₇月下旬に開会される予定です。

組合議会定例会のお知らせ県央みずほ斎場からのお願い
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　火災出動件数は、127件で前年に比べ₂件増加しました。
　火災の出火原因は、放火の疑いや放火、こんろ、たばこなどの消し忘れが多く見られます。一人ひとりの
防火意識を高め、火の元の不注意や不始末をなくすことが火災予防につながります。
　尊い命や大切な財産を失わないよう火の取り扱いには十分注意してください。

住宅の寝室や階段などへの火災警報器の設置が、埼玉県央広域事務組合火災予防条例により、すべての住宅に
義務付けられています。

問合せ　予防課☎048-597-2004
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平成２3年　火災・救急・救助の概要

種別
市別

火災種別
合　計

建物 車両 その他
鴻巣市 ２０ 5 ４６ ７１
桶川市 ９ 2 ２０ ３１
北本市 １２ 5 ８ ２５
合　計 ４１ 12 ７４ １２７

火　災

種別
市別 急病 交通事故 一般負傷 その他 合計
鴻巣市 ２，７１１ 533 481 579 ４，３０４
桶川市 １，７８７ 324 381 ２９６ ２，７８８
北本市 １，６１５ 270 327 ４０４ ２，６１６
その他 １ 5 ５ １１
合　計 ６，１１４ １，１３２ １，１８９ 1,284 ９，７１９

救　急
種別

市別 交通事故 火災 水難 その他 合計
鴻巣市 20 23 3 25 71
桶川市 6 7 1 28 42
北本市 11 13 2 15 41
その他 1 1 2
合　計 ３８ ４３ ７ ６８ １５６

救　助 （件）（件）

（件）

　夏が近づき、気温の上昇する日が続いております。昨年₇月から₉月の₃か月間、埼玉県央広域消防本部管内
（鴻巣市、桶川市、北本市）で116人が暑さによる体調不良（熱中症等）により救急車で搬送されました。
　病院へ搬送された人の約半数は軽症ですが、重症以上となっている人もおります。また、熱中症は全ての年齢層
で発生していますが、特に高齢者に多く発生しており、十分な注意が必要です。
　熱中症を知って、しっかり予防し、楽しい夏を過ごしましょう。
　詳しくは、当消防本部ホームページ（http://www.ken-o.or.jp/firehead/index.html）をご覧ください。

熱中症に注意しましょう

問合せ　救急課☎048-597-2119

問合せ　予防課☎048-597-2004

｜住宅火災から大切な命を守るために｜

設置はお済みですか?　住宅用火災警報器

■居住者が、昼食の準備で天ぷらを揚げている最中に来客があり、こんろに火をかけた
まま、その場を離れたため出火した。家族が火災警報器の警報音で気付き消火したた
め、換気扇等の損害のみで済んだ。

子供部屋（寝室）子供部屋（寝室） 階段階段
寝室寝室

台所台所居間居間

階段（義務設置）
寝室が₂階などの場
合は、階段にも設置
が必要です。

天井の場合 壁面の場合

台所・居間（任意設置）
義務ではありませんが、取り付けをおすすめします。

寝室（義務設置）

火災警報器の設置場所 火災警報器の取り付け方

火災警報器で大事に至らなかった事例

60㎝以上60㎝以上

1.5ｍ以上1.5ｍ以上

60㎝以上60㎝以上

15㎝
50㎝

15㎝
50㎝

設置可能範囲設置可能範囲

60㎝以上60㎝以上

1.5ｍ以上1.5ｍ以上

60㎝以上60㎝以上

15㎝
50㎝

15㎝
50㎝

設置可能範囲設置可能範囲

60㎝以上60㎝以上

1.5ｍ以上1.5ｍ以上

60㎝以上60㎝以上

15㎝
50㎝

15㎝
50㎝

設置可能範囲設置可能範囲

▼壁面からの取付位置
火災警報器の中心を
壁から60㎝以上離し
ます。

▼梁などがある場合の
取付位置
火災警報器の中心を
梁から60㎝以上離し
ます。

▼エアコンなどの吹き
出し口付近の取付位置
換気扇やエアコンの
吹き出し口から1.5m
以上離します。

▼壁面の場合
天井から15～50㎝以
内に火災警報器の中
心がくるように取り
付けます。

60㎝以上60㎝以上

1.5ｍ以上1.5ｍ以上

60㎝以上60㎝以上

15㎝
50㎝

15㎝
50㎝

設置可能範囲設置可能範囲
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問合せ　消防総務課☎０４８－５９７－2002

消防職員を募集します

この印刷物は再生紙を
使用しています
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消防本部組織変更のお知らせ
平成24年₄月₁日に消防本部の組織を一部変更いたしました。

救急課の新設を含め、各部署の名称等が下記のとおり変更されております。
詳しくはホームページ等をご覧下さい。

問合せ　消防総務課☎０４８－５９７－2002
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　県央だよりでは、更新された「消防車両」を紹介しています。
　平成23年度に更新された鴻巣消防署鴻巣天神分署の高規格救急自動車及び
水槽付消防ポンプ自動車を紹介します。

消防車両紹介
高規格救急自動車
（平成24年₂月）
　鴻巣消防署鴻巣天神
分署の高規格救急自動
車は、救急救命士によ
る高度な処置（除細動、
静脈路確保及び薬剤投
与、気道確保）が行える資機材（除細動器、輸液ポンプ及び
乳酸リンゲル液・アドレナリン、ラリンゲアルチューブ・挿
管チューブ等）を装備した車両です。

水槽付消防
ポンプ自動車

（平成24年₃月）
　鴻巣消防署鴻巣天
神分署の水槽付消防
ポンプ自動車は、迅
速な消火活動を行う
ため水1,800リットル
を積載し、装備の軽量化や資機材の積載能力を向上させた
車両です。


